
２月24日（金）に、第４回学校応援協議会が開催されました。委員の方から授業の様子を参観

していただいた後、学校評価をしていただきました。

学校応援協議会の活動の一つとして、「学校の運営状況等について評価を行う」というものが

あります。今年度５月に行われた第１回の会で、学校方針を説明し、具体的な取組と達成目標を

示していましたので、それについての評価をしていただいたということです。

学校評価については、以下のようになりました。

重 点 目 標 学校自己評価 学校応援協議会評価

１ 確かな学力の向上 Ｂ Ｂ

２ 積極的な生徒指導の充実 Ｂ Ｂ

３ 豊かな心や社会性の育成 Ｂ Ｂ

４ 地域とともにある学校づくり Ｂ Ｂ

５ 教職員の意識改革 Ａ Ａ

いただいた主な意見をご紹介します。来年度以降の取組に生かしていきたいと思います。
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〔重点目標１〕

・後期において学習状況調査の県平均を上回る

学年があるが、算数数学が全学年において下

回っている。前中期の段階で学習につまずく

と、上の学年まで影響すると思われるので、

今後、学習で困ることがないように、学校と

して対応してほしい。

〔重点目標２〕

・いじめや不登校に関する情報を学校全体で共

有し、組織として対応に当たっている点は望

ましい。「学校が楽しい」と感じていること

はよい。更に一人一人の個性を認め、よいと

ころを褒めることを大事にしてほしい。

〔重点目標３〕

・コロナ禍で、人の役に立つことにつながる行

事も少ない状況であると思うが、次年度以降、

充実させてほしい。

〔重点目標４〕

・地域を学ぶ機会を大切にしている。コロナ禍

で地域と直接交流できない状況ではあるが、

井川町が好きになるような活動、井川みらい

学を充実させてほしい。

〔重点目標５〕

・前中後期の期を超えて、教員が授業研究に取

り組むのは義務教育学校ならではのものと考

えるので、継続してほしい。



日 曜 行 事 等

１ 水 町内児童生徒会（前中期）

部活動休止日 職員研修会

２ 木

３ 金

４ 土

５ 日 部活動休止日

６ 月 ５校時限（９年） 結団式（９年）

７ 火 公立高校１次募集学力検査日

実力テスト（７、８年）

８ 水 卒業証書授与式予行（全校）

栄光賞授与式（全校）

４校時限・給食あり（前期）

部活動休止日

９ 木 卒業証書授与式（全校）

４校時限・給食あり（前期）

10 金 専門委員会（４～８年）

公立高校１次募集追検査日

11 土

12 日

13 月 職員会議 部活動休止日

14 火

15 水 ６年生ありがとうの会（前中期）

公立高校１次募集合格発表日

16 木 ＰＴＡ会計監査

17 金

18 土

19 日 部活動休止日

20 月 修了式

21 火 春分の日

22 水 春季休業日（～4/5）

公立高校２次募集検査日

23 木

24 金 新入学用品販売 16:00～16:30

ＰＴＡ執行部委員会

公立高校２次募集合格発表日

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水 離任式

30 木

31 金

※行事は予定です。変わることがあります。

４月から中期生の

仲間入りをする４年

生に対して、５・６

年生が「ようこそ中

期へ集会」を開き、

専門委員会の活動内

容を詳しく紹介した

り、中期になって変わることを教えてあげたり

しました。

代議委員から、中期になると児童生徒総会に

参加でき、自分たちの意見を反映できるとの説

明がありました。義務教育学校の特色がしっか

り継承されている内容で、うれしくなりました。

後期生の仲間入りをする６年生に、後期の生

活や学習について理解してもらう「ようこそ後

期へ集会」が行われ、６年生から出された質問

に、後期生や後期の先生から説明がありました。

より自主的、能動

的に生活や学習を進

めていくことが求め

られます。意識を新

たにして、進級して

ほしいと思います。

１月27日に、９年

生が茶道を体験しま

した。これは、ふれ

あい学習（４～６年）

の茶道クラブを指導

してくださっている

地域の先生方のご協

力で、９年生全員がお茶を点てて、いただきく

体験をするものです。

お茶うけの和菓子は、桜の練りきり。受験を

控える９年生への温かい心遣いでした。

２月８日、４～６年生と７～９年生の２回に

に分かれて情報モラル教室を行い、スマホ利用

による様々なトラブル事例を基に、スマホとの

正しい付き合い方を学びました。


